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  国や地方公共団体は、新しい年度が始まる前にこの先１年間の収入と支出の 

見積りをします。これを「予算」といいます。興味がない？わかりにくい？ 

まぁ、そう言わず、一緒に「まちだのよさん」をのぞいてみましょう！ 

まちだの人と地域がもっと元気になるために、どのような形で市民の 
みなさんに納めていただいた税金が使われていくのかがわかります。 

まちだ

＝１年間の収入 ＝１年間の
 税金などのつかいみち

＝歳入と歳出を
経理するためのお財布

＝貯金

＝借金

どんなことに
　　使う？

今年度は
　どれくらいの
収入が見込める？

＝やりくり

どれくらい
　ある？

まちだの財政は
　　健全？

少なければ
　少ないほどいい？
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「ホネ」と「ニク」のはなし 

2 月に市長選挙が行われたことから、経常的な市民サービスや継続事業を中心に編

成した当初予算（骨格予算）と、町田の未来をつくるための新規事業や拡充事業など、

市長の政策を反映した６月補正予算（肉付け予算）を合わせた総額が平成２２年度の

年間予算になります。 

予
算
成
立

新
年
度
の
は
じ
ま
り
・
事
業
開
始

予
算
案
を
提
出

予
算
の
編
成
方
針
を
発
表

市長

編成

 方針

予算案の調製

予算が成立するまでの流れ

2月 4月～前年の10月

来年の収入の

　見通しは

　 どうか

社会情勢は

どうか

どんな事業を

重視するか
××事業は目標を

達成したので終了しよう

来年度は

○○事業に力を入れよう

△△事業はやり方を

見直そう

来年度の□□事業の

対象者は◎◎人くらいだ

 ②来年度に実施する具体的な事業とその経費、

　 財源を「予算案」に反映していきます

 ①新年度予算の

　 編成方針を決定します

 ③市長が予算案を提出し、

　議会で予算案を審議します

平成２２年度
年間予算

当初予算
（骨格）

＋
６月補正

（肉付け）
＝

市長は前の年の夏ごろから予算案の検討を始め、新しい年度が始まる前に

議会に予算案を提出します。予算は、市民の代表である議会の議決により

成立します。 
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一般会計は１,３３１億円 
特別会計も合わせた全体では２,２７９億円です。 

特別会計

９４８億円

一般会計

１,３３１億円

　　　　特別会計とは？

　特定の目的を持った事業を行う場合や、
下水道料金のような特定の収入をもって
事業を行う場合に、一般会計と収支をわけて
経理する会計です。

町田市の予算
（平成22年度）

２,２７９億円

＋

389

204
147

120
64

22

0

100

200

300

400

　一般会計とは？

　通常、市の行政サービスは一つの
大きなお財布で経理を行っています。
この会計を「一般会計」といいます。
一般会計のお財布では、主に市税（
市民税や固定資産税など）が
使われています。

国民健康

保険事業
介護保険

事業
病院事業

下水道

事業

後期高齢者

医療事業
その他

受託水道事業　 19億円

忠生土地区画整理事業

　　　　　　　　4億円

老人医療事業 0.06億円

億円
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ここからは「一般会計」についてのおはなしです。 

一般会計は市の行政サービスを経理する大きな財布です。この財布は主に 

市民のみなさんに納めていただいた税金によってまかなわれています。 

主な収入は市の税金です。 
そのほか国や都からの収入や繰入金、借入金などがあります。 

その他の

収入
130億円

市債
   105億円

繰入金 81億円

  都
支出金
    152億円

国庫
  支出金
 201億円

市税の内訳は･･･

個人の所得などに応じて課税されるのが「個人市民税」、
市内の会社（法人）の収入などに応じて課税されるのが
「法人市民税」です。

土地や家、マンションなどを持っている人に課税される
のが「固定資産税」です。

都市計画税　48億円
　市街化区域内の土地や家などを持っている人に課税され
　ます。

その他の市税　30億円
　たばこの購入に対して課税される「たばこ税」や、大都市
　の事業所などに課税される「事業所税」などがあります。

特定の行政目的のために
　国や都から
　　交付されるお金

市民の皆さんに
　納めていただいた
　　市の税金

積立金の取り崩しや

特別会計からの収入

国や金融機関から

借り入れた借金
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個人所得の落ち込みや企業収益の悪化に伴い市民税が減っているため 
市税収入は減る見通しです。 

公共施設などをつくるための高額資金を「長期ローン」として借り、

将来施設を利用する市民との費用負担を公平にしています。 

19 2213 14 15 16 17 18 21
年度

市税収入の推移

※平成20年度までは決算額、平成21年度は決算見込額、平成22年度は予算額

658
638

623624

647
658 億円

20

697
698

675

 景気と市税の関係

 　市民税は個人や市内の会
 社の所得（収入）でその金
 額が決まるので、景気が悪
化してそれぞれの所得が減る
と市税収入も減ってしまいま
す。
 　また、固定資産税は土地
 や家の値段で決まるので、
 土地の値段が下がると市税
収入が減り、開発等で家屋が
増えた場合には増えます。
 　景気に左右されるという
 ことは収入として不安定な
 面もあり堅実な使い方が必
 要とされます。

697

662

新庁舎建設・・・31億円
鶴川駅前公共施設整備
　　　　　・・・3億円
保育園整備・・・2億円
小中学校施設整備
　　・・・10億円

緑地用地購入・・・２億円
公園整備・・・14億円

道路整備・・・4億円

臨時財政対策・・・37億円

平成2２年度の市債　 市債の役割

　道路や公園、学校など大きな公共施
設をつくるにはたくさんの資金が必要
なので、整備する年度だけで支払うと
市の他のサービスができなくなってし
まいます。また、つくった施設は長期
にわたって利用できるため、現在の市
民だけでなく将来の市民にもその経費
を負担してもらうことが「世代間負担
の公平」につながります。
　ただし、借金であることに代わりは
ありません。将来の負担が重くなりす
ぎないよう計画的な借入を行っていき
ます。

ごみ処理施設整備
　　　　　　・・・１億円

消防施設整備・・・１億円
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市民すべてが希望の持てるまちの実現に向けて、 
福祉や教育、まちづくりなどさまざまなことに使われています。 

子どもや障がい者、高齢者など
市民の福祉のために

市民の健康や
よりよい生活環境のために

道路や公園、区画整理など
まちづくりの基盤整備のために

災害被害の防止や軽減のために

産業の発展や議会の運営のために

民生費　　576億円

141億円土木費

公債費　61億円

消防費　46億円

商工費・議会費
農林費・労働費

など　21億円

市が借りた市債の返済のために

小中学校や
文化、スポーツなど教育のために 157億円教育費

市政の運営のために 総務費 216億円

衛生費　113億円



 

 7

人件費や事務経費だけではなく、生活の向上のため市民に直接支出する

経費や公共施設の整備費、市債の返済などがあります。 

人件費　248億円

　職員の給与や諸手当、
　議員や委員の報酬など
　人にかかる経費

￥

　　扶助費　344億円

　　　　児童手当や保育園入所費、
　　　　障がい者自立支援給付、
　　生活保護費など、社会保障の
　　一環として生活の向上のために
　　市民に対して支出する経費

　　　 公債費
　　　   61億円
　  過去に借りた市債の

　  元金と利子の返済に

　  かかる経費

義務的経費

投資的経費

普通建設事業費
　　　　   187億円
　 市民が利用する施設や
　 学校、道路、公園
　 などの整備に
　 かかる経費

物件費　199億円

 市がサービスを提供するために
 かかる事務経費や、公共施設の
 管理運営にかかる経費

補助費等　114億円

その他
17億円

施設の修理費や

基金への積立金など

その他の経費

 繰出金　161億円

　一般会計から特別会計への
　支出

毎年の支出が必ず必要で

減らすことが難しい経費

将来の資本の形成に

つながる経費

義務的経費・投資的経費

以外の経費

１,３３１億円
のつかいみち

見方を
変えると

！

職員１人当たりの

平均給与月額
（一般行政職）

 448,265円

広域での廃棄物処分のように
他の市と合同で行うサービス
              に対する負担金や、
              特定の事業を推進

　　　　 するための補助金
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一般会計を市民一人当たり（※）に換算すると３１４,８９８円です。 
ただし、予算のつかいみちの中には特定の人が対象のものもあります。 

（※）平成２２年１月１日現在人口 ４２２,７００人 から算出 

市政の
運営のため

子どもや障がい者、
高齢者など

市民の福祉のため

26,648円

10,757円

33,396円

5,049円

37.061円

14,507円

市民
一人当たり
一般会計

予算

51,129円

136,351円
市民の健康や

よりよい
生活環境のため

道路や公園
区画整理などの

ため

防災のため

小中学校や
文化、ｽﾎﾟｰﾂなど

教育のために

市債の

返済のため

その他

保護者の負担

国・東京都の負担

その他の収入

市の負担

207,109円

623,743円

4,785円

770,716円

学童保育クラブの運営

 クラブに通っている児童一人当たり

保護者の負担

東京都の負担

その他の収入

市の負担

62,376円

92,227円

67円

206,967円

 ごみの処理

　市民一人当たり

ごみを出した人の負担

資源化物の売払・基金の活用

その他の収入

市の負担

2,763円

1,669円

499円

10,309円

 道路の整備･維持補修

　市民一人当たり

国・東京都の負担

市債の借入

その他の収入

市の負担

3,829円

875円

1,287円

8,995円

 公園・緑地の整備･維持管理

　市民一人当たり

国・東京都の負担

市債の借入

使用料・基金の活用など

市の負担

1,393円

3,278円

200円

3,603円

保育園の運営

  保育園に通っている園児一人当たり

1,606,353円

361,637円

15,240円

14,986円

8,474円
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市にはいろいろな収入や支出があり、普通の家庭とその種類や内容が違っていますが、
予算を家計簿としてたとえると次のような感じです。

まちだのよさんを１万分の１の数字でみてみると・・・ 

小学校の運営

（先生の人件費は含みません）

　児童一人当たり

中学校の運営

（先生の人件費は含みません）

　生徒一人当たり

図書館の運営

　市民一人当たり

体育施設の運営

　市民一人当たり

国・東京都の負担

その他の収入

市の負担

4,371円

4,366円

175,341円

5,746円

77円

172,022円

国・東京都の負担

その他の収入

市の負担

184,078円

177,845円

2,811円

1,188円

15円

2,796円

コピー機使用料など

市の負担

1,188円市の負担

※使用料は指定管理者の収入として

　扱われています

給与 766 万円

基本給（市税） 662 万円

360 万円

貯金の取崩し（繰入金） 81 万円

ローンの借入れ（市債） 105 万円

19 万円

収入合計 1,331 万円

収　　入

不動産収入
（使用料や財産収入など）

その他の収入
（繰越金・諸収入など）

諸手当
（国・都支出金、各種交付金

　など国や都の税金から交付

　されるお金）

104 万円

支　　出

食費（人件費） 248 万円

医療費（扶助費） 344 万円

光熱水費・日用品代など
（物件費など）

327 万円

車の購入や家の増改築
（投資的経費）

187 万円

貯金への積立（積立金） 3 万円

ローンの返済（公債費） 61 万円

子どもへの仕送り（繰出金） 161 万円

支出合計 1,331 万円
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一般会計では、２２年度末見込での積立金（貯金）残高が１１０億円、 
市債（借金）残高が６２９億円です。 

うち
市税収入

６２９
  　　億円

市債の
元金残高

６２９億円

借入 返済

１０５億円
5１億円

１１０億円

基金の残高

取崩し

８1億円

(平成２２年度末見込）

(平成２２年度末見込）

一般会計
歳入予算

１,３３１
     億円 利子分

＋１０億円

　基本給（＝市税）629万円の世帯が、車や住宅の購入などで５～２０年のローン（＝市債）を
組んでいる状態です。今年のローン返済額は元金と利子をあわせて61万円、その一方で新しく
105万円のローンを組むため、年度末のローン残高は629万円です。
　また、貯金（＝基金）は１年間に81万円を取り崩し、3万円を積み立てることで、年度末に
110万円が残ります。

町田市のやりくりを家計にたとえると・・・

３億円

積立て

213 193 198 187

575583605
638 629

110

697
675 662658

698

18 19 20 21 22 年度

市債現在高（億円） 積立金現在高（億円）

積立金残高（貯金）と市債元金残高（借金）の推移

億円

億円

億円

※平成20年度までは年度末残高、平成21･22年度は年度末残高見込額

貯金の残高

148,714円

（参考）
市税収入の推移

25,930円

（平成22年度末見込）

ローンの残高
市民
一人当たり
    だと・・・

（平成22年度末見込）
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黒字が続いていますが、入ってくる収入に対して毎年必要とされる支出が

大きな割合を占めており、財政的な余裕が少ない状況です。 

89.6

87.5 87.1
88.9

88.1

60

65

70

75

80

85

90

95

100

16 17 18 19 20

％
経常収支比率の推移

　　　　　　　　　　　　　人件費や公債費など経常的に
 経常収支比率　　　　 支出しなければならないお金
　　　　　　　（％） ＝

市税等経常的に収入されるお金

年度

経常収支比率の適正水準（75～80％）

  経常収支比率について

　家計にたとえると、毎月の給与収
入に対して、食費や光熱水費、ロー
ンの返済など毎月支出が必要な経費
がどれくらいの割合かを示すもので
す。
　経常収支比率の適正水準は７５～
８０％といわれていますが、町田
市は８０％台後半の数値が続いて
います。経常収支比率が高い状態
はそれだけ自由に使えるお金が少
ない状態なので、適正水準と比べ
て今後の財政需要に柔軟に対応する
財政的な余裕が少ないことをあらわ
しています。

給与
収入

食費

光熱水費

ローン

　　　など

１１.９％
家計の余裕分

８８.１％

毎月

必ず支出

 市財政の
 破たん状態とは？

　市の赤字の額や借金の金額、
借金の返済額がある程度大きく
なってしまうと、「イエロー
カード」や「レッドカード」が
出され、市の財政が破綻しそう
な、または破たんした状態に
なったとみなされます。この財
政状況をはかる4つのモノサシ
を「健全化判断比率」といいま
す。
　町田市の健全化判断比率は、
「イエローカード」「レッド
カード」の基準を下回ってお
り、「財政健全化団体」「財政
再生団体」になる状態ではあ
りません。

町田市の健全化判断比率（平成20年度）

3.4

△ 3 .4

△12 .1

△28 .0
将来負担比率

実質公債費比率

連結実質赤字比率

実質赤字比率

0

350％～

35％～

40％～

20％～
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おおまかな予算と財政のつくりについてはおわかりいただけましたか。 

ここからは、平成２２年度のまちだの人と地域をもっと元気にするための 

具体的な方法（事業）についてみていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　平成22年度は、「町田の未来をつくる」をテーマに、『変化する社会情勢への
迅速な対応』、『将来の町田への投資』、『選択と集中による「今すべきこと」の
重点的な実施』の3つの視点で市政運営を進めていきます。

○保育所待機児の解消 ○小山中学校の新設

○市立小中学校の耐震補強

○学童保育クラブの開所時間を延長

○快適な学校生活のために

○私立幼稚園への入園促進

○小中一貫校の整備

○認定子ども園の設置促進 ○3人乗り自転車の普及促進

○ヒブワクチン予防接種費用助成 ○子ども手当の支給

○父子家庭への児童扶養手当の支給

○忠生地区子どもセンター整備

○繁華街に防犯カメラ設置 ○障がい者の地域生活を支援

○防災無線デジタル化 ○地震時の建築物による道路閉鎖を防止

○高齢者の地域生活を支援

18,416千円

60,327千円

21,567千円15,000千円

3,600千円

29,590千円

11,393千円

26,302千円

1,294,400千円

687,027千円

6,300千円

11,500千円

630,846千円

83,836千円

13,655千円

7,318,479千円

3,400千円

1,226,220千円

　次の時代を担う子どもたちを地域全体で育てていく子育て・子育ち支援に取り組
むとともに、誰もが安心して安全に暮らせるまちづくりを進めます。主な事業は次
のとおりです。

子育て・子育ち支援

安心して、安全に暮らせるまちづくり
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○鶴川駅前公共施設整備 ○地域スポーツクラブの普及を支援

○文化関連施設の在り方の検討 ○スポーツアワードを開催

○スポーツを観て楽しむ環境づくり

○旧永井家住宅の保存

○忠生市民センター、成瀬センター、 ○スポーツ施設整備計画策定

　玉川学園文化センターの建替えを検討

19,759千円

10,600千円

1,000千円

532,899千円

3,834千円

8,510千円 1,476,678千円

3,000千円

　活力あるまちをつくるため、文化・芸術やスポーツによる夢のあるまちづくりを
進めます。主な事業は次のとおりです。

文化・芸術によるまちづくり スポーツによるまちづくり

○自然エネルギー活用への助成 ○公園緑地の整備

○景観の保全

○電気自動車の社会実験

○校庭の芝生化

○自転車利用の促進

3,000千円31,600千円

98,500千円

14,000千円

27,872千円

602,354千円

地球温暖化対策

　市民と行政が協働して環境を守る活動に取り組んできた歴史とみどりの資源を活
かした環境先進都市となるため、地球温暖化の防止に取り組むとともに、みどり豊
かなまちづくりを進めます。主な事業は次のとおりです。

みどり豊かなまちづくり
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○観光情報の発信 ○新中長期計画の策定

○公衆トイレ計画の推進

○ものづくり産業を支援

○コミュニティビジネスの

　普及・促進を支援

○公共交通の利便性の向上

○町田まちづくり公社への出資

○新庁舎建設

300,000千円

3,377千円

20,579千円

2,804千円

2,061千円

5,532,262千円

30,478千円

7,500千円

　町田市がいつまでも元気なまちであり続けるために、地域経済を活性化し、行政
経営の更なる改革を進めます。主な事業は次のとおりです。

町田を元気にする地域経済の活性化 中長期を見据えた行政経営改革
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「まちだのよさん」は予算をわかりやすく伝えるため、６００ページを越える 

 予算書の一部を紹介したものです。この冊子を手に取っていただいたことを機に 

  「もっと予算や財政について知りたい！」と思っていただければさいわいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町田市では、予算書の閲覧・販売のほか、 
予算や財政状況についての情報提供を行っています。 

閲覧 販売・配布

○

予算

部・局別

予算の概要

組織別に予算の概要をまと

めた冊子です。
○○

市政情報やまびこ

資料名 説　　明区分

市内

各図書館

での閲覧

広報まちだ

への

掲載

町田市

公式Ｗｅｂ

サイトへの

掲載

予算書

市議会で「予算案」として

審議され議決される、予算

に関しての説明書です。

○ 有料 ○

予算の概要

予算の全体的な状況や予算

にあらわれる市の特長的な

事業を説明した資料です。

○ 無料 ○
※一部を

抜粋
○

○

有料 ○ ○

財政

状況

無料 ○

町田市の

財政

前年の決算の数値を用いた

年度間比較、他市比較など

により町田市の財政状況を

説明した冊子です。

○

まちだの

市税の

つかいみち

一般会計の前年度決算の状

況を「市税のつかいみち」

という視点でまとめた冊子

です。

○

NEW !

予算や
財政状況の
情報提供は
ここから！

町田市公式Ｗｅｂサイト
　http://www.city.machida.tokyo.jp
　　　でご覧いただけます（ＰＣのみ）

町田市公式Ｗｅｂサイトでは、
ここで紹介したほかにも
財政状況についての資料を
随時追加・更新しています！
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